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担
たん
当
とう
者
しゃ
がデザインを工

く
夫
ふう
していくことも可

か
能
のう
です。その際

さい

には、東
とう
海
かい
大
だい
学
がく
出
しゅっ
版
ぱん
会
かい
のHP（http://www.press.tokai.ac.jp/）

に掲
けい
載
さい
されている指

し
導
どう
スケジュールや評

ひょう
価
か
項
こう
目
もく
が参

さん
考
こう
に

なります。模
も
範
はん
解
かい
答
とう
例
れい
もHPから入

にゅう
手
しゅ
することができます。

多▽▽
た
様
よう
性
せい
のある活

かつ
動
どう
で表

ひょう
現
げん
力
りょく
を磨

みが
く

本
ほん
書
しょ
は、３つのユニットから構

こう
成
せい
されています。

各
かく
ユニットには基

き
礎
そ
練
れん
習
しゅう
と応

おう
用
よう
練
れん
習
しゅう
があります。

Unit１は、要
よう
約
やく
文
ぶん
を書

か
く、口

こう
頭
とう
で要

よう
約
やく
を発

はっ
表
ぴょう
できるよう

にするための練
れん
習
しゅう
課
か
題
だい
です。Unit２は、グラフを解

かい
説
せつ
する、

インタビューをしてそれをプレゼンテーションする、事
じ
実
じつ

を報
ほう
告
こく
するレポートを書

か
くなどの練

れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
です。Unit３

では、意
い
見
けん
文
ぶん
を作

つく
り、意

い
見
けん
が効

こう
果
か
的
てき
に伝

つた
わるように構

こう
成
せい
を

考
かんが
えながら文

ぶん
章
しょう
を書

か
いたりスピーチをしたりする練

れん
習
しゅう
が

あります。Unitの最
さい
後
ご
にはディベートも取

と
り入

い
れています。

様
さまざ々ま
な活

かつ
動
どう
を経

けい
験
けん
・体

たい
験
けん
することによって、具

ぐ
体
たい
的
てき
に

養
やしな
っていくことができる能

のう
力
りょく
をいくつか挙

あ
げてみます。

・要
よう
点
てん
がまとめられる

・グラフや図
ず
などを解

かい
説
せつ
できる

・事
じ
実
じつ
と意

い
見
けん
を表

ひょう
現
げん
できる

・的
てき
確
かく
な描

びょう
写
しゃ
や説

せつ
明
めい
ができる

・相
あい
手
て
との関

かん
係
けい
を保

たも
ちながら理

り
由
ゆう
を示

しめ
して説

せっ
得
とく
力
りょく
のある

意
い
見
けん
を述

の
べたり、反

はん
論
ろん
したりできる

各
かく
ユニットの課

か
題
だい
では、自

じ
分
ぶん
が知

し
っている文

ぶん
法
ぽう
や文

ぶん
型
けい
、

語
ご
彙
い
といった個

こ こ々
の知

ち
識
しき
を総

そう
合
ごう
的
てき
に使

つか
いながら日

に
本
ほん
語
ご
の

表
ひょう
現
げん
力
りょく
を高

たか
めていきます。実

じっ
際
さい
に課

か
題
だい
を体

たい
験
けん
しながら、

自
じ
分
ぶん
がどのように日

に
本
ほん
語
ご
を使

つか
って何

なに
ができるのかを分

ぶん
析
せき
的
てき

に知
し
り、自

じ
分
ぶん
に足

た
りない点

てん
を今

こん
後
ご
の目

もく
標
ひょう
として捉

とら
えなおし

ながら将
しょう
来
らい
の学

がく
習
しゅう
につなげていくことがきます。

この教
きょう
科
か
書
しょ
は、副

ふく
題
だい
に「アカデミック・ジャパニーズ

表
ひょう
現
げん
の基

き
礎
そ
」とあるように、これから大

だい
学
がく
などに進

しん
学
がく
し、

日
に
本
ほん
語
ご
を使

つか
って専

せん
門
もん
的
てき
な知

ち
識
しき
を身

み
につけたいという学

がく
生
せい

を指
し
導
どう
するのに適

てき
した教

きょう
材
ざい
です。言

い
い換

か
えれば、ゼミや

研
けん
究
きゅう
会
かい
で発

はっ
表
ぴょう
したり、レポートや論

ろん
文
ぶん
を書

か
いたりできるよう

になるための準
じゅん
備
び
として、口

こう
頭
とう
表
ひょう
現
げん
（プレゼンテーション

するなど）と文
ぶん
章
しょう
表
ひょう
現
げん
（要

よう
約
やく
文
ぶん
を書

か
くなど）を連

れん
携
けい
させ

ながら伸
の
ばしていくことを目

もく
的
てき
にしています。一

ひとり
人で問

もん
題
だい

を解
と
きながら練

れん
習
しゅう
を進

すす
めていく形

けい
式
しき
ではなく、発

はっ
表
ぴょう
や

クラスメイトとの意
い
見
けん
交
こう
換
かん
を通

とお
して、表

ひょう
現
げん
力
りょく
を身

み
につけて

いくことができます。口
こう
頭
とう
で発

はっ
表
ぴょう
する、論

ろん
文
ぶん
を書

か
く、論

ろん
議
ぎ

するなどの日
に
本
ほん
語
ご
運
うん
用
よう
能
のう
力
りょく
は、日

に
本
ほん
の大

だい
学
がく
への進

しん
学
がく
を

希
き
望
ぼう
する学

がく
生
せい
に限

かぎ
らず、論

ろん
理
り
的
てき
に考

かんが
えたり、自

じ
分
ぶん
の考

かんが
えや

意
い
見
けん
をわかりやすく説

せつ
明
めい
したり、論

ろん
理
り
の通

とお
った構

こう
成
せい
のある

まとまった話
はなし
をするために必

ひつ
要
よう
な能

のう
力
りょく
です。初

しょ
級
きゅう
や中

ちゅう
級
きゅう

前
ぜん
半
はん
で身

み
につけた文

ぶん
法
ぽう
や会

かい
話
わ
、作

さく
文
ぶん
、語

ご
彙
い
などの能

のう
力
りょく
を

統
とう
合
ごう
し、応

おう
用
よう
させていきながら、日

に
本
ほん
語
ご
で表

ひょう
現
げん
するため

の運
うん
用
よう
能
のう
力
りょく
を身

み
につけていきます。それらの能

のう
力
りょく
を養

やしな
う

ための第
だい
一
いっ
歩
ぽ
として適

てき
しています。

この教
きょう
科
か
書
しょ
は、口

こう
頭
とう
表
ひょう
現
げん
に２コマ（90分

ぷん
×２）、文

ぶん
章
しょう
表
ひょう
現
げん
に

１コマ（90分
ぷん
）を使

つか
って14週

しゅう
で終

お
えるように構

こう
成
せい
されて

います。もちろん、各
かく
自
じ
の教

きょう
育
いく
現
げん
場
ば
で使

つか
いやすいように

大
だい
学
がく
で学

まな
ぶために必

ひつ
要
よう
な表

ひょう
現
げん
力
りょく
を身

み
につける

『日
に
本
ほん

語
ご
中
ちゅう

級
きゅう

表
ひょう

現
げん
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